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前略、お元気でお過ごしでしょうか。
さて、安倍首相は昨年の憲法記念日に自衛隊の存在を憲法9条に書き加える改憲案を2020年までに施行する決意を述べ、今年3月25日の自民党大会で、「憲法『改正』にとりくむ」と強い意欲を示しました。
戦後70年以上、自衛隊は戦争によって一人の命も奪わず、また一人の命も奪われていません。憲法9条があるからです。しかし、「二度と戦争しない」「戦力を保持しない」と決めた憲法9条に、自衛隊が書き加えられることで、9条による歯止めがなくなり、海外で無制限に武力行使できる「戦争できる国」になってしまいます。これは自衛隊員だけの問題ではありません。自衛隊が海外で戦争するために「防衛費」はさらに増大し、軍需産業の増大、社会保障費や教育費など、国民生活のための予算削減などにつながる可能性があります。また、同時に国民の権利が制限され、「国防」のための人材教育などにもつながることになりかねません。
こうした改憲の動きに対して、今全国でとりくまれている「安倍9条改憲ＮＯ！憲法を生かす全国統一署名」が1350万筆集まり、先の国会に改憲案を提出することを阻む力となりました。
しかし安倍首相は9条改憲をあきらめておらず、秋の臨時国会へ自民党の改憲案を提出することをねらっています。世論調査では、秋の臨時国会に自民党改憲案を提出したいとする首相の「意向」に反対が49％で、賛成39％を上回っており、多くの国民は9条改憲を望んでいません。
今、9条改憲の発議を許さないためには、3000万署名を3000万筆集めることが重要です。憲法9条を守る意思を示すために是非署名にご協力下さい。署名した署名用紙は同封の返信用封筒に入れて投函して下さい。（切手は必要ありません）よろしくお願いいたします。
残暑がまだ続きますがくれぐれもご自愛下さい。
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